
2015年 2月 25日 

TRONOX社 2014年度 第 4四半期の成績発表 

 

4 億ドルの収益と調整後 EBITA（税引き前利益に、特別損失、支払い利息、減価償却を加

算した値）は 8100万ドルであり、第四四半期の 20％にあたる。 

昨年の第四四半期に比較して、3％減である。昨年は 4億 1200万ドルだった。 

 

アルカリケミ社の買収は第一四半期に終える予定で、締結時は重要な収益の増加とキャッ

シュフローになる。 

TRONOX 社の会長兼社長の Tom Casey は「弊社の第四四半期は基本的に期待通りに終え

た。通常の季節的な軽い需要と顔料とミネラル鉱石の販売価格の条件が一定の産業を反映

していた。2014 年の年間で、17 億 3700 万ドルで、EBITA マージンは 20％の 3 億 5300

万ドルだった」と語った。 

 

アルカリケミの買収 

2015 年 2 月 3 日 TRONOX は FMX コーポレーションと独占契約にサインしたと発表

した。16 億 4000 万ドルでアルカリケミ社のビジネスの買収である。この買収は 1 株あた

りで 50 セント以上の価値の上昇を見込め、おおよそ 1 億 3000万ドルの営業キャッシュフ

ローを生み出し、TRONOX のアメリカ節税措置の活用も含んで、税引き後現金は 3千万ド

ル以上になる。この数字は契約締結後の 1年で見込まれる数字である。 

 

顔料 

顔料部門の収益は 2 億 6400 万ドルで昨年の第四四半期の 2 億 7700万ドルに比較して 5％

減だった。販売量が 1％下がって、販売価格が 5％減った。売上げを伸ばすことで、値下げ

分の埋め合わせを行った。販売額はどの地域も低かった。 

 

ミネラルサンド 

ミネラルサンド部門は 1億 8300万ドルの売上で、昨年の第四四半期の 2億 4800万ドルよ

りも 28%減った。これは 2014 年後半に外部の商業用高純度チタンスラグから手を引いた

我々の決断の為だ。 

 

2014年通年の結果（フルイヤー） 

17億 3000万ドルで 2013年の 19億 2200万ドルに比較して 10％減であった。 

ミネラルサンドの販売量の低下と顔料とミネラルサンドの値下げの影響である。 

顔料部門は 11億 7900万ドルは 11億 6900万ドルの昨年と比較して 1%増であった。 

 

参照 http://investor.tronox.com/releasedetail.cfm?ReleaseID=898464 


